
１．はじめに

工事概要
�１ 工 事 名：市町村合併支援道路整備工事

（橋梁上部）（仮称）松塚２号橋
�２ 発 注 者：福島県県南土木事務所
�３ 工事場所：福島県須賀川市松塚地内
�４ 工 期：平成２６年６月１９日～

平成２７年３月３１日
�５ 工事内容
型式 プレテンション方式単純Ｔ桁橋
橋名 ２４．３ｍ
巾員 車道 １０．２５ｍ、歩道 ２．５ｍ（片側）
主桁本数 Ｎ＝１３本
施工内容 主桁製作、運搬架設、支承工、

横組工、地覆工、高欄工、伸縮継手工、
防水工、排水工、舗装工、踏掛版工

この工事は、東北自動車道須賀川インターチェ
ンジから会津若松市へ向かう国道１１８号線の付け
替え工事に伴うＰＣ上部工工事であった。主桁を
宮城県亘理町の当社の工場にて製作しポールト
レーラーにて運搬し２００ｔトラッククレーンにて
架設したのち、橋面工を施工した。現場は須賀川
インターから１０分ほどののどかな田園地帯だった
が、国道であり交通量は多い箇所での施工となっ
た。

２．現場における問題点

工事受注後、ただちに運送業者を選定し運搬経
路の選定作業を開始した。なにせ長さが２４ｍ、重
量が２０ｔもの主桁を運搬するわけなので運搬ルー
トの選定は重要な事柄であった。
また主桁の架設には２００ｔのトラッククレーン
を使用するので、クレーンの設置場所の確保と安
全に作業するためには、地盤の支持力の確認が必
要だった。近年、主桁積み込み、運搬時の事故も
報告されているので、こちらの安全対策もしてお
かなければならなかった。現場周辺にあまり民家
はなかったが、現場の脇には田んぼがあり、周辺
環境への対応も発注者から課せられた課題の一つ
だった。
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図―１ 工事着手前
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３．工夫・改善点と適用結果

当社の亘理ＰＣ工場は国道６号線に近く６号線
を北上し岩沼市内から国道４号線を南下し国道
１１８号線を経て現場に運搬するルートで運搬する
ことになった。運搬経路が国道中心で架空線など
障害物はなく、特殊車両の申請を提出することに
した。しかし先の東日本大震災以降特殊車両の許
可が下りるまで３ケ月を要していたので、早く運
搬路を決定したことで架設時期に遅延は生じなか
った。
架設クレーンを設置する地盤の支持力の測定は、
現地乗り込み前にはきれいに整地してあり問題な
さそうに見えた。しかし何があるかわからないの
で、簡易地盤支持力測定器キャスポル（NETIS：
KK－９８００５５－Ｖ）を使用して測定し支持力を確
認した後クレーンを搬入した。

図―２ キャスポルによる地盤支持力測定状況

工場及び現場での事故には、ヒューマンエラー
が多いと考え運搬前に工場と運搬業者による打ち
合わせを全員で行い、運行経路、注意事項などに
ついて周知を図った。周辺環境への配慮について
は、社内の施工検討会で、搬入路に砂利が敷いて
あるが環境に無害な粉じん防止剤フライネットＲ
（NETIS：KT－０６０１３９－Ｖ）を使用し粉じんの
発生を防止した。

４．おわりに

このような調査や提案を実施して主桁１３本の架
設は無事完了し、架設以降の工事も無事無事故で
竣工を迎えることができた。
工場での細かい打ち合わせは勿論だが、現場で
も現地ＫＹを活用し、現場を見ることで危険個所
（作業）をピックアップし対策をとり無事故で施
工することがでた。
工場で製作した桁を運搬しクレーンにて架設し
ただけだが、安全に対しての配慮や周辺環境への配
慮を行った結果発注者からは高い評価をしていた
だけた。単に製品を納めるだけでなく、環境に配
慮しながら地元の方や発注者に喜んでもらえる現
場運営をこれからも行っていきたいと思っている。

図―３ 粉じん防止剤フライネット散布状況

図―４ 主桁架設完了（Ｎ＝１３本）
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